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明日香村民家ステイのはなし 

 本会は昨年12月、急なことでしたが、県の受託事業としてエリアマネイジメント事業に参

画することとなりました。この事業は初瀬・桜井と隣村明日香のまちおこしを支援するもの

で、従来の地域という概念より、少し広範囲にわたるまちおこしの考えです。 

 今回はこのうち、明日香村において飛鳥ニューツーリズム協議会が行っている民家ステイ

事業というのが、大変ユニークで興味を惹かれましたので、これをご紹介します。 

 民家ステイとは民泊の一形態です。 

 従来の修学旅行は大型ホテルに生徒全員を宿泊させましたが、民家ステイは一般のご家庭

一軒につき2人から4人を受け入れます。例え一日だけとしても家族ぐるみで人間関係を構築

することが大切で、そのため名前を覚えなければなりません。そうすると、せいぜい4人が限

度とされています。 

 目的は農村の生活体験です。  

 農村を観光するのではなく、農村の暮らしぶりを体験してもらうことが狙いです。農業を

通じて自然にふれ、和食文化を再発見させる。こうしたことから人権学習・平和教育・環境

教育・キャリア教育をはじめ、地産地消の食文化、さらに国際交流にまで拡がって、その教

育効果が期待されてきています。 

 見誤っていけないのは、民家ステイは体験のための体験でなく、体験だけが目的でもなく 

 人と人との交流から、お互いが高まることであり、精神文化の向上を  

 目標としていることです。 

 具体的なことを知りたく、飛鳥ニューツーリズム協議会を訪問しました。 

家族で迎える入村式 
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 明日香村商工会会長  吉田 宏さん 

 民家ステイ事業参加者 中島 實さん 

 飛鳥ニューツーリズム協議会事務局経営指導員 下田 正寿さん     (以下敬称略) 

 インタヴュアー 淺川 肇 
 

下田 民家ステイによる地域振興のはじまりは平成23年9月から修学旅行を明日香で引き受 

   けたことからです。吉田さん・中島さんを中心にはじめて、23年は1校だけ。24年は 

   海外から、シンガポール・マレーシア・韓国・台湾・オーストラリア・アメリカ・ 

   中国から。25年から本格的に日本の修学旅行を受入れました。東京・神奈川など関 

   東方面が中心です。 
 

淺川 農家は臨時収入になりますね。若い人が村に溢れ、活気づくのは想像するだけでも  

   嬉しいですね。では一日の受入れのところから順にお願いします。 
 

下田 まず入村式を万葉文化館とか石舞台で行ないます。そこから2人、3人と各家庭が引 

   きとって家へ連れて行きます。各家庭へのワリフリは飛鳥ニューツーリズム協議 

   会の役目です。学校から「農作業をさせてくれ」と注文があれば、それに適した体 

   験プログラムを用意します。1泊が多いのですが、2泊3泊もあります。帰りはまた所 

   定の場所へ各家庭が送り、離村式の後、バスを見送ります。 
 

淺川 各家庭でどのような体験をするのでしょう。 
 

吉田 まず家の廻りで蛇や蜂に出逢って逃げ廻りますが可愛いものです。食事は既成はア 

   カンのです。レストランやカフェに連れて行くのは、とんでもないことです。必ず 

   地元のものを、手づくりで食卓に載せ、朝晩家族ぐるみで一緒に食事をすることが 

   大切です。 
 

中島 私は、手打ちうどんを生徒と 

   一緒に作って、家族みんなで 

   食事をするようにしています。 

   収穫に一緒に行こうかと声をか 

   けたり、今度はじゃがいもの植 

   え付けを一緒にしようかと考え 

   ています。 
 

吉田 マキワリ体験や手巻き寿司を 

   巻かせたり、私は醤油製造業 

   なので、その時期に来た生徒 

   へは樽にも上げさせた。ただ 

   子どもの体力には気をつかいますよ。 

 体験してもらうのはどんなことでしょう？ 

農業体験 
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淺川 民家ステイは誰でもできますか？ 
 

吉田 誰でもできます。建物を改造する必要はありません。寝具も新しく買う必要もあり 

   ません、清潔でさえあれば良いのです。ただ恐いのは、良いことをしているのだと 

   勝手に思い込み、我流で突っ走る人です。 

   年3回の民家ステイの講習は必ず受けて下さい 
 

淺川 海外からの受入れで困ったことは？ 
 

吉田 言葉は全く判らなくても、意思は通じます。いちご摘みの時、シンガポールの子は 

   喜んだなあ。 
 

中島 韓国の生徒の場合、英語は通じないし、こちらはハングルができないので、一寸 

   困ったなあ。でも最終的に意思は通じ合いましたよ。 
 

吉田 海外に限らず、「朝は何時に起きますか？」の声かけは必要ですね。 
 

淺川 今後の見通しは？ 
 

吉田 受入れ家庭は142軒ですが、軒数を増やすことが現在の急務でとても肝要です。 
 

中島 今後の修学旅行としての民家ステイは非常に高く評価されていますよ。橿原市は11 

   軒、高取町は11軒、桜井市からも5軒参加されています。 
    

吉田 桜井からのご参加を期待しています。 

   民家ステイにご関心のある方は飛鳥ニューツーリズム協議会事務局まで 

   〒634-0112 明日香村島庄5番地 TEL0744-54-1525 

 

  民家ステイに誰でも参加できますか？ 

茶道体験 離村式でのお別れ 
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編集後記 とうとう4月から消費税の増税が実施されました。大多数の非

力な民衆の暮らしぶりは今後どうなって行くのでしょう？政治家の公約

はアテにならないと知りつつ気になってしまいます。 

 そういえば松井市政も2年を経過。ここらで公約の実行度を検証せよ。

協働とは市政との癒着ではないはず。市民運動側がそれをしなくて何を

ボヤボヤしてるんだ。の声もマチカドでムラの中であるのです。（あさ） 

うるわし通信編集責任者  

〒633-0091 

桜井市桜井142－5－203 

淺川 肇 

TEL090－1961－6345 

●4月の常任理事会は4月19日（土）午後1時30分より「市民活動交流拠点」まほろばセ  

 ンター研修室(エレベータ横の部屋に変更されています）で行います。 

 

●平成25年度定時総会を6月14日(土)午後1時より「あるぼーる」にて開催します。 

      事務局だより 

●図書館友の会の4月読書会は「銀河鉄道の夜(宮沢賢治 著)」です。 

日時 4月22日(火)午後１時30分から   

場所 まほろばセンター研修室  

問い合わせ先 淺川 肇 TEL：090-1961-6345 

友の会会員以外の参加も歓迎します。    
 

●健康づくり教室開始のお知らせ 

日時 4月15日(火)午後１時30分から   

場所 まほろばセンター研修室 

講師 尾上 嘉則 (おのうえカイロプラクティックハウス)  

問い合わせ先 淺川 肇 TEL：090-1961-6345 

どなたでも無料で参加できます、体を動かしやすい服装で来て下さい。 

      お知らせ 

      桜だより 

平地の桜は、早くも散っていますが、少し足を伸ばして山へ行きますと談山神社は10日頃

東吉野の「天空の庭 高見の郷｣は15～20日頃がみごろです。 

1000本のしだれ桜が楽しめる、天空の庭 高見の郷 


